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第２回 平成３１年度幌延町各会計決算審査特別委員会会議録 
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（１０時０１分  開  会） 

吉原委員長 

ただいまの出席委員は８名です。 

定足数に達しておりますので、これより第２回平成３１年度幌延町各会計決算審査特別

委員会を開会します。 

本日の議事日程は配布されているとおりです。 

昨日の特別委員会では、歳出款別６款農林水産費まで質疑を行っております。延会に続

き、７款商工費の質疑を行います。 

７番 西澤委員 

１４３ページの食ブランド創出・まちの拠点計画調査事業ということで、ここ２年ぐら

いですかね、すいませんちょっとお店の名前とシェフの名前を今ここに手元にないんです

けれども、幌延町で採れる素材を使って料理の提供またはワインに合うような料理の提供

受けていて、大変おいしくいただいていたんですけれども、そのレシピは企画のほうで、

受け取っているというか、レシピを把握してるんでしょうか。 

伊山商工観光係長 

御質問にお答えをいたします。 

レシピについてですね、今までこれまでも何度かですね、試食会ということで、地元の

特産品もしくは地元で採れるものを活用したお酒に合う料理ということで、何度か試食会

のほうでお披露目をさせていただいたところです。 

こちらのレシピにつきましては、今年度、令和２年度の事業の中で、レシピ化を図ると

いうことで、今までの積み上げは積み上げとして残ってはいるんですが、手元にありませ

んが、レシピ化を図って、広く公表できるような形を取ってまいりたいというふうに考え

ております。 

７番 西澤委員 

そのようにしていってください。 

それともう１点、今年度になるんですけれども、幌延町のまた別に特産品を使って、今

新たに特産品開発が進んでいるという話も聞いているんですけれども、今年度の事業、特

産品に関する事業についてお伺いしたいと思います。 

伊山商工観光係長。 

質問にお答えをいたします。 

今年度ですね、御存じのとおり、新型コロナウイルスの関係で、なかなかを進めると言

っても、なかなか札幌のシェフの方ということで、６月までの間はなかなか自粛というこ

とで、動きはとれてなかったんですが、下半期に向けてですね、その辺、これからワイン

ができるとか、そういうお話もまたありますので、そういう次にできたお酒に合うもの、

引き続きそういったものと合う料理ですとか、なるべく手軽に入手できる食材を使ったも

の、そういったものを開発して参りたいというふうに考えておりますので、よろしくお願

いいたします。 

７番 西澤委員 

商工会といいますか、飲食店の中で特産品開発に向けて動き出してるという話も聞いて

はいるんですけど、それは企画というか、行政と関係なく動いてるという理解でよろしい

でしょうか。 

伊山商工観光係長 



 - 4 - 

質問にお答えをいたします。 

商工会のほうでもですね、これまでもその特産品というものを何とか作りたいんだとい

うことで、お話をいただいておりました。 

食ブランドと直結するっていう、何らかの関連性を持たせることにはなってくるんでし

ょうが、商工会のほうでそういうこと取り組みをしたいというお話はですね、担当として

は伺っております。協力できる範囲で協力しますよということで、お答えはしております。 

吉原委員長 

ほかにありませんか。商工費ありませんか。 

３番 斎賀委員 

ただいま西澤委員の関連なんですけども、５月１０日に幌延で６月２５日には今話した

ように札幌で試食会、試飲会やって、それから地元のトナカイだとかサロベツの合鴨、熊

の肉とか牛乳を持っていって、シェフによって料理を作ってもらっているんですけども、

その食材を採るにあたっては地元の町内の小中学生ですか、６人ぐらいに３１年度は採っ

てもらった。これ、今後にどういうふうに繋がっていくんですか。札幌で試飲会やっても、

まだワインは発売していない、札幌で手に入らない。もしこのワイン、もっと試飲したい

んだったら、ふるさと納税をしてくださいよということで、札幌の会場でやっているのか。

それともその食材をこれから幌延のビジネスとして、３１年度取り組んで、また今商工課

が中心にやっていくっていう途中の過程なのか。その３１年度の予算の使い方を教えてく

ださい。 

伊山商工観光係長 

御質問にお答えをいたします。 

昨年ですね、小学生を対象に問寒別の研究林のほうに入ってですね、食材を探したわけ

ですが、子どものうちからですね、地元にはこういう食材があるよっていう、自然体験、

自然観察といいますか、そういったものも含めて、地元にはこういうものがあるんだよっ

ていうようなことを学んでいただく機会。またはそれを実際に調理して食べていただいて、

味も知っていただくという取り組みをまず子どもたち向けには行いました。 

あとはワインですよね。お披露目会だとかもしておりますが、これから幌延町ですね、

そういうワインのミズナラの樽を使った、新たな取り組みということで、日本酒、焼酎、

そういったものも今着手しておりますが、基本的にワインについては、現状ふるさと納税

ということにはなるんですが、今年度ですね、ワインのほうが普通に市販できる形になり

ますので、引き続きふるさと納税もそうですが、地元での購買を含め、あとは町内外です

ね、町外のほうにも、幌延町にはこういうものがあるんですよということで、取り組みを

知っていただく機会として、お披露目会等々行ったということになっております。 

３番 斎賀委員 

わかりました。知っていただく機会ということで、幌延の食材はこれからの新しいビジネ

スになるだろうということで、取り組んでいくという３１年度の取り組みだったということ

でよろしいですか。 

伊山商工観光係長 

お答えをいたします。 

食材ですね、もちろん地元の食材を何とかそういう起爆剤ではないですが、そういう観光

の位置付け、地元でこういうものが食べれますよと。トナカイにしてもそうですし、牛乳だ

とかっていうのはなかなかまだ難しいのかなという気はしておりますが、トナカイあとは合
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鴨ですね。合鴨についてはもうふるさと納税でも取り扱われてますし、普通にトナカイのレ

ストランのほうでも食べれるようになっております。 

引き続きですね、そういった食材を手軽に入手できるようなものにはしていきたいとは考

えておりますが、なかなか難しい現状にはあります。ただ、可能性はあるものなので、そこ

は何とか、裾野を広げるように、取り組んでいきたいというふうに考えております。 

吉原委員長 

ほかにありませんか。商工費にありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、７款 商工費の質疑を終わります。 

これより、８款 土木費の質疑を行います。 

７番 西澤委員 

決算説明資料の６７ページのほうで公園管理費についてお伺いいたします。 

山村広場の工事も始まっていて、先の定例会などでは、担当のほうから小学生というか、

小さい子たちにアンケートを実施して、その遊具を決めていきたいという話がありました。

その辺も含めて、どのような進捗状況なのかをお伺いします。 

多田公園住宅係長 

ただいまの質問にお答えいたします。 

山村広場の遊具につきましては、こちらから案ということで、３点ほど提示させていた

だいたところでございます。 

実際に子どもたちの意見が最優先されるべきという認識から、実際にこちらから小学校

のほうに出向きまして幌延小学校、問寒別小学校、両校の低学年を対象に、先生方の協力

を得まして、アンケートを実施してまいりました。その結果、ある一つの遊具が決定した

ところでございます。今現在、それに向けて、遊具を解体して、その新しいを遊具を設置

する運びとなっております。 

吉原委員長 

ほかにありませんか。土木費、質問ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

   これにて、８款 土木費の質疑を終わります。 

   これより、９款 消防費の質疑を行います。 

８番 高橋秀之委員 

説明資料の６７ページの防災対策事業のことを聞きたいんですけど、この間の道新に本

庁舎などの非常電源について７２時間分の燃料を備蓄しているかしていないかっていうや

つが載ってまして、それに幌延町は、備蓄の量がないっていうところに幌延町の名前が載

ってるんですけど。これって発電機は用意していて、燃料は７２時間分ないっていうこと

なんですけども、今現時点では、それは備蓄されてるのか、それとも地元の業者と何か災

害の協定書を結んで、災害のときには優先的に油が提供されるのか、その辺をちょっと聞

きたいんですけど。 

伊藤総務Ｇ主幹 

御質問にお答えいたします。 

役場庁舎の話になりますが、役場庁舎の自家発電の燃料については、現在、自家発電の

タンクが５０リットルまで入るので、５０リットルは満タンに入れてるんですが、備蓄と

しては軽油なんですけど、軽油としては持ってないんですよね。 
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その他、小さい非常用発電の燃料としてガソリンとかも多少持ってるんですけど、現状

としては７２時間持つ状態ではないんですが、地元業者等と防災協定を結んでますので、

ブラックアウトの時もそうでしたけど、優先的に供給してもらうということで、対応する

形で今のところはなってます。 

予算の関係は一応買える状態に予算措置しているので、とりあえず、それで対応する状

態で今考えています。 

８番 高橋秀之委員 

機械自体のタンクの中に油は満タンになってるということなんですけど、現時点で７２

時間持たないっていうことですよ。もし、これで災害が起きて、燃料全部使い果たして、

庁舎の機能がストップするっていう現状になるわけですよね。 

そういう場合、もう地元っていうか、農協のスタンドしかないんですけど、そこから燃

料等を優先的に供給していただけるとかっていう、そういう協定とか何か結ぶっていうか

そういう考えはあるんですか。 

伊藤総務Ｇ主幹 

防災協定として、優先的供給ということで、既に協定結んでおりますので、そこについ

ては、現時点で大丈夫になっております。 

吉原委員長 

ほかにはありませんか。 

よろしいですか。 

（「ありません。」の声あり） 

   これにて、９款 消防費の質疑を終わります。 

   これより、１０款 教育費の質疑を行います。 

３番 斎賀委員 

教育費について質問します。 

１７１ページの図書管理システムの事業ですね。これは、利便性がよくなったという評

価を出しているんですけども、どういうふうにシステムを改築したのか、変更しようか、

お伺いしたいというのが１点。 

２点目として同じ１７１ページの美術管理費で謝礼が、当初予算どおりの３０万なんで

すけども、これは何人分で、どのようなことに対する謝礼なのか。心象館の作品の入れ替

えは３１年度行われましたが、それに対する謝礼３０万何人分、交通費込みの謝礼なのか、

伺いたいと思います。 

同じく積立金で、当初予算が４３６万だったんですけども、補正でまた４００万ちょっ

と組んで、積立金を予算１万だったところに、４９５万積立している。どうしてこれ４９

５万もここで積立てしなくてはならないことになったのかお伺いしたいと思います。 

積立金は今、心象記念文化振興基金というところに積み立てておられるんだと思います

けども、今、この基金は３１年度末いくらあるのかお伺いします。 

戸川社会教育Ｇ主幹 

お答えいたします。 

まず１点目、図書管理システムの更改事業の関係でありますが、昨年２０２０年１月に

現在使用しておりましたＷｉｎｄｏｗｓ７のＯＳのサポートが終了することに伴いまして、

Ｗｉｎｄｏｗｓ１０にバージョンアップしております。 

またそれに伴いまして前ソフトシステムを活用しておりました、それも同様にバージョ
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ンアップをし、スピードのアップ。それとスマホやタブレットにも活用できるような形に

なっております。 

また、蔵書点検のほうでも、今までよりも見易くなって検索もしやすい状況となってお

ります。こちらにつきましては、幌延の生涯学習センターの図書室だけではなく、問寒別

の学習センターの図書コーナーも含めてのシステムの更改、更新となっております。 

２点目の心象館の謝礼の関係でありますが、こちらの３０万円に関しましては、心象館、

例年実施されます、展示替えの謝礼という形になります。心象社の方が２名、それと専門

の展示をする業者が１名ということで、３名が来庁して３日間、展示作業を実施しており

ます。 

３点目の積立金に関しましては、こちら昨年度、村井虹城先生のほうから４９４万円の

寄附をいただいておりまして、こちらのほうの心象館の基金のほうに積み立てをしたとこ

ろであります。 

現在の基金の合計金額って言われますと、今私のほうで把握しているところではないん

ですけど、３１年度につきましては４９４万円の寄附がいただいたということでこちらの

ほうに載ってるということで御理解いただければと思います。 

藤井総務財政課長 

現在の心象記念文化振興基金の３１年度末現在高ですが、決算説明資料４ページをめく

っていただくと、その辺も全部記載しておりますけども、９０６万円ということになって

ます。 

３番 斎賀委員 

心象館の方についてはわかりました。ありがとうございます。 

最初に聞いた図書の更改のことなんですけども、幌延町内の子どもたちによる観光振興

に関するアイデア募集で入賞した作品の中に、読書が楽しくなるようＡＴＭのような読書

通帳を提言して優勝してる作品があるんですけども、システムバージョンアップとかの前

に子どもたちのこういういい提言をしてるのを３１年度採用しなかった、または知らなか

ったのかどうなのかわかりませんけども、採用してあげるべきではなかったかと思います

けども、いかがですか。 

戸川社会教育Ｇ主幹 

お答えいたします。 

読書通帳の件に関しましては、状況としては知っておりましたが、子どもたちがどうの

こうのっていう部分ではちょっと私のほうで自覚をしてなかったっていう部分がちょっと

出ております。 

ほかの稚内市のほうでは、読書通帳っていう部分をやってるってことはお伺いしており

ますがちょっとこちらに関しましては昨年の更新のときには、ちょっと実施をしていない

っていう形になっております。 

３番 斎賀委員 

これは、「おいでよ幌延アイデアコンテスト」の入賞作品なんですよね。グランプリから、

ブルーポピー賞、入賞といろいろ賞がついたんですけど、そんなもの貴重な入賞作品の中

の子どもの提言であったので、次年度でも採用できるんではないか、読書がもっと好きに

なるように検討していただきたいと思います。せっかくここで図書の更改でやったわけで

すから、この中に含まれているのかなと私は思ったので確認したところです。 

次のページなんですけども、１７３ページで昨日確認したら、放課後児童クラブ運営事
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業と放課後子どもの教室推進事業は別物であるということがわかったんですけども、ここ

で放課後子ども教室運営委員１４名、それから子ども教室活動員６名、それぞれに予算が

つけられています。そして、そのほかに謝礼としてまた１万５千円のあるんですけども、

先の委員会で、教育委員会より出されました放課後子ども教室推進事業において、幌延小

学校３０人に対して指導員３人、問寒別小学校９人に対して指導員５人、この指導員３人

と５人の方たちは、この運営委員の１４人なのかそれとも教室活動員６人。どちらかに入

ってカウントされているのか、どうかお伺いしたいと思います。 

幌延小学校には１１０人の生徒がいます。３１年度は３０人加入です。問寒別小学校は

９人全員が放課後子ども教室に参加しています。 

幌延の小学校の指導員は、昔はもっとたくさんいて、子どもたちもたくさん加入して、

ボランティアもいたんですけども、指導員をボランティアも少なくなって、わずか３０人

の子どもたちの教室を推進していると。これはどういった理由が３１年度上げられてこう

いうふうになってるのか。状況を把握しているんならお知らせしていただきたいと思いま

す。 

戸川社会教育Ｇ主幹 

お答えいたします。 

最初の報酬の関係のほうでありますが、放課後子ども教室運営委員の１４名、それと放

課後子ども教室活動の６名、この６名の運営委員会の中だと、活動委員も重複している方

もいらっしゃいます。全員でありませんが、活動員として主に現地で活動していただいて

いる方々がこちらのほう６名という形の決算の金額となっております。 

また、幌延のほうでは、昨年度、３０名の登録っていうことで、それに対しまして３名。

また、問寒別に関しましては、９名の登録に対しまして活動員が４名とコーディネーター

が１名と５名という形になっておりますが、幌延に関しましては３０年度よりも若干登録

の人数が増えております。 

どうしても全校児童対象となっておりますが、主に低額年の利用が多く、こちらのほう

が低学年中心となって、登録をいただいてるっていう形になっております。 

また、問寒別に関しましては、７名のほかに、乳幼児の登録の方もいらっしゃいますの

で、そちらの部分も含めて動いてる部分があります。なお、人数につきましてこちらで抑

えてるのは、児童分という形で捉えてはおりますが、そういう動きをして、活動を行って

いただいてるっていうことであります。 

また、幌延につきましても活動員の方、いろいろとボランティアの方、お願いをしてい

るところですが、なかなか人がいないっていうのが現状でありまして、教育委員会職員の

ほうも必ず行って、その活動を行ってるっていうのが現状であります。 

３番 斎賀委員 

今の件について、２回目質問します。 

放課後児童クラブ運営事業では、スタッフ５人います。その５人の方が幌延小学校３０

人を見る指導員３人の中に加わってもらって、小学校の低学年を中心にということなんで

すけども、見てもらえることはならないんですか。それとも希望者がいないからも３０人

で区切っていいんですか。希望者がいないというのは、推進教室に参加する子どもは、こ

れ以上いないから、もうこれで指導員足りているというふうに考えていいですか。 

戸川社会教育Ｇ主幹 

はい、お答えいたします。 
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３０人しか来ないから打ち止めっていうわけではなく、こちらにつきましては、いつで

も、登録できるような状況としております。 

ボランティアの方、安全教育活動員につきましても、随時募集のほうをかけてお願いを

していっているところであります。ただ、登録が３０人ですけど、毎回３０人全員が参加

するっていうわけではなく、その日の都合が悪い方につきましては、参加しないというこ

とで、少ないときには１０名とか、１２、１３名とか、そういう形になろうかと思ってお

ります。 

吉原委員長 

   ほかにありませんか。 

    １０款 教育費の質疑ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

   これにて、１０款 教育費の質疑を終わります。 

   これより、１１款 災害復旧費の質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 

   これにて、１１款 災害復旧費の質疑を終わります。 

   これより、１２款 公債費の質疑を行います。 

   （「ありません」の声あり） 

   これにて、１２款 公債費の質疑を終わります。 

   これより、１４款 予備費の質疑を行います。 

   （「ありません」の声あり） 

   これにて、１４款 予備費の質疑を終わります。 

以上で歳出の質疑を終わります。 

 

これより、歳入一括の質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 

   これにて、歳入一括の質疑を終わります。 

   これより、財産に関する調書一括の質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 

   これにて、財産に関する調書一括の質疑を終わります。 

   これより、総括の質疑を行います。 

３番 斎賀委員 

先ほど教育委員会のほうに、子どもの案であったＡＴＭのような貸出しのことをアイデ

アであったということを聞いていただいたんですけども、先ほど言ったように、グランプ

リ、準グランプリ、ブルピー賞とか、いろいろ幌延のアイデアコンテストで作品が出てい

た。その中にはいろいろあって、現在全然実施されてないのもありますよ。 

例えば、トナカイ観光牧場にサンタポストを設けて、そこに手紙を子どもたちに入れて

もらって、その子どもたちの返事にクリスマスの日にサンタさんからプレゼントしたらど

うかという、これがブルピー賞ですよ。 

そして、サンタクロースが乗ったソリをトナカイ引かせて、幌延の街中を走らせる。こ

れをグランプリだった。 

準グランプリでも、トナカイやブルーポピー畑を作り宣伝する。いろいろよいアイデア

があったんですけども、これら実施できないか、できるか検討してくださいっていう音頭
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をとるのはどこになるんですか。 

これきっと早くに教育委員会のほうでも知っていれば、子どもたちのアイデアだってい

うことを知っていただければ、３１年度の図書の更改のときに、出来たんではないかと思

っているんですよ。 

この他のアイデアっていうのは誰がせっかく表彰までして、実際に生かせるか生かせな

いかっていうのは指揮してるのか、教えてください。 

角山企画政策課長 

ただいまの御質問ですけれども、委員おっしゃってるのは、地域振興計画、こっちの中

での取り組みの中のお話かと思います。 

ここでいただいたアイデアにつきましては、全てそのまま実施しているっていうわけで

はございませんけれども、例えば、子どもたちのトナカイ、プレゼントっていう話につき

ましては、イルミネーション点灯式っていうのを、計画できたあとやっておりまして、ま

さにこれはですね。こども園にサンタさんへの手紙はがきっていうのを出していただいて、

イルミネーション点灯式に来てもらって、その中でプレゼントをお配りしてます。 

これは、創生会議の中のオブザーバー、委員さん入ってる中での、何とかこう実現して

いこうという話がありましたので、雪印さんであったり、郵便局さんとタイアップしてこ

ういった取り組みというのは進めております。 

青いケシのお話についても、子どもたちに町の花であるということを知ってもらうって

いう観点で、トナカイ牧場への遠足の際に、植え込み作業を一緒にやったりですね、その

草取りをボランティア募って、町の人に参加していただいたりというようなことで、取組

のほうは、一部やっているところです。 

また、トナカイを走らせるという、これも、チャレンジはしたんですけども、なかなか

道路をトナカイさんを走らせるのが難しくて、それについてもですね、イルミネーション

点灯式の中で、庁舎の敷地内で、それを実現したというようなことで、いただいたアイデ

アについては一部でございますけれども、取り組みをしているところでございます。 

７番 西澤委員 

道補助金で電源立地地域対策費が３１年度当初予算からですね、１００万円ほど減額さ

れていいます。この理由についてお聞かせください。 

角山企画政策課長 

この金額の算定につきましては、当初予算の時点でまだ把握できてないということで、

例年当初予算には前年度決算を上げてます。 

その中で、当該年度に入って金額が固まった時点で補正していると。ここのですね、道

から支出される交付金の分類については、前年度のですね、電気の契約数とか口数等によ

って変動する分類の項目でございまして、なので、そういった形で、増えるときもありま

すし減ったときもあるということで整理しております。 

７番 西澤委員 

   承知しました。 

それで昨日質問をしていて、まだちょっと続きがあるので、熊の駆除に関してなんです

けれども、まず熊による農作物の被害がどれぐらいになっているのかを把握しているのか

が１点と、熊駆除に関しては道の駆除していい頭数がですね、許可なのか、そういうよう

な形で示されていると思うんですけども、頭数に関する要件っていうのは、どのような要

件で頭数が決められるのかっていう、２点まずお聞きします。 
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山本産業振興課長 

ヒグマによる農作物の被害なんですけれども、実際どれくらいあるのかって言われると

ですね、ちょっと難しいものがありまして。デントコーンの倒伏状況ですとか、ヒグマが

出たよっていうときに、担当の者で行って、調査をしてるんですけれども、被害の多くは

ですね、問寒別地区のデントコーン畑なんですよね。畑１枚に対して７割とか８割ってい

うのが、１回入られると倒される、食べられるっていうことなので、具体的な数字ではち

ょっと示せないんですけれども、２００町ぐらいデントコーンありますので、その内の少

なくとも６割ぐらいは、倒されるのかなっていうのはあります。 

ヒグマの許可頭数ですね、前年度の駆除した頭数に加えて、１頭、２頭加えられた頭数

が、許可になるかなっていう、そういうような形になっております。 

７番 西澤委員 

昨日もちょっと触れたんですけれども、その地域で熊に関する駆除の枠組みができない

かっていうのは、道から示されるその頭数は、各自治体に決められているというふうに理

解をしていて、最近ちょっと出てる話題だと、お尻に傷がある熊が天塩からやってきたみ

たいな話になったりとかしています。 

昨日も言ったんですけれども、縄張りを持ちながら行動範囲が広い生物なので、やっぱ

りこういう地域でもし枠ができるんであれば、そのほうが駆除する頭数もですね、もう少

し範囲を広げられて駆除できるのかなというふうに思っていますので、その辺、町長、天

塩国会議なり、西天の会議なりそういうところでですね、そういう話が今まで出ていない

のか、今後そういうことを検討されるおつもりがないのか、まずお聞きします。 

野々村町長 

お答えします。 

熊だけに関わらず、鹿についても同じような考え方が私自身でもいいかなと思っている

んです。 

ただ、先ほど議員もおっしゃったとおり、それぞれの枠組みが町村ごとによって違った

り、補助体制が違ったりという、隔たりが大きいというところで、金額そういう報酬、補

助金の部分で、どのくらいという聞き取りは、何度かやったことあるんですけど、全体に

まとまってこういうことをどうするかということで、議論したことはまだないところです。 

しかし今、どこが一生懸命とっても取らないところから寄ってくるというこの現状を見

ると、足並みを揃えて、広域でそういう枠ということが北海道も併せてどうなるのかとい

うことは、今後大きな課題の一つだと思ってます。 

まずは、それぞれそういう補助対象になっている支援ですね。そういうもの自体の金額

も揃えることも大事なことの一つですし、それから頭数についても、それぞれ調整をして

いくことがまず先決だと思うんですけども、広域で組んだときに、どういう形になるかっ

ていうのは、北海道に相談をしながら、どういう取り組みができるかというのは今後の課

題の一つとして、天塩の国会議等でも、今後相談をしていきたいと思ってます。 

７番 西澤委員 

よろしくお願いいたします。 

あともう１点が道路改良とですね、橋梁改良のバランスといいますか、っていうところ

でちょっと質問させていただきたいんですけれども。 

現在、橋梁の改修には５年ごとに検査をして、そこで判定を受けて改良になるかどうか

という判定があるので、一概に橋梁改修の計画っていうのはなかなか難しい、その判定の
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結果によって変わってくるので、難しいのかなというふうには思っておりますけれども、

その整備をするにあたっての枠といいますか、予算っていうのがありますので、その兼ね

合いが難しいというのは理解をしているんですけれども、道路の改良が途中で止まってい

る所があったり、計画どおり進んでないというのは皆さん周知のことだと思います。その

中で、改めてですね、道路計画の予定を出していただきたいなというふうに思っています。 

なぜかというと、前に示していただいた予定っていうのが、もう今は白紙の状態なのか

なというふうに思っていて、新たな計画が必要なのかっていうふうに思っています。それ

はその業界の関係者も含めてですね、道路改良がなくて、橋梁のほうにどうしても移行し

なきゃならないっていう話になるんであれば、多分そちらのほうにシフトしていかないと、

今後、その事業の計画性というところの観点からもなかなかうまくいかないのかなという

ふうに思っているので、その辺いかがでしょうか。 

野々村町長 

議員おっしゃるとおり、大変難しい問題で、これも調査から判定に係る予算含めて、次

に、そこで判定が出たら修繕計画ということであります。１本出るか２本出るかっていう

のは、その判定が出て、通行止めになっていいとしていただけるんであれば、そうしたら

道路やりましょうっていうことを計画的にやれるんですけども、この橋梁の検査結果が出

て、判定４という即通行止めという事態になったときには、即やらないと通行止めになっ

てしまうと、産業に支障が出るということもあって、３出ても次、５年後に出るかもしれ

ないっていうなら、３出たときに、何年に直していくかっていうこの絡み合いが物すごく

大きい話なんですね。 

調査もずっと後に流れてきて、調査が終わったのは、私が就任してから２年ほど経って

から調査がやっとそこで終わったという、順調にいけばもっと先に、ずっと調査を進めて

きて、計画的に３のところ直していこうということであれば、もうちょっと本数が少なく

て済んでたのかもしれないですけど、今の状況だと、ぎゅっと圧縮をさせられた中で検査

をしてますから、その中で２本出てくるか、３本出てくるか、４本出てくるかっていうの

は、今の現状であると思ってます。 

その予算は通行止めにしないためには、即直す計画だったり、迂回路を造るなり、どう

のこうのということがあって、即座にその修繕にやっぱりそこは道路が歪んでるよとか、

弛んでるよりも先にそっちのほうに着手しちゃうということが、やっぱり大きな課題の一

つだと思ってます。そういうことによって、今までも橋梁の修繕が始まると、その分だけ

がどっかで弛みで、道路の改修事業が何年にあるはずだったって言われてるやつができな

くなってきてるっていうのも現実だと思ってます。 

しかしながら、それも計画的にやらなきゃなんないんですけど、以前、そういうことが

なかったから道路計画っていうのは、町の予算の中で張りつけていければ良かったのに、

プラス橋梁の修繕が関わってくるということがあるんで、いつ頃こうこうやりますという

形で、皆さんに御提示することは大変困難なことだと思ってます。 

ただ状況の中で、道路をきちんと直さなきゃなんないという状況があるときには、やっ

ぱり道路も直さなきゃならない。我慢してもらえるところは、やっぱり少しは我慢しても

らわなきゃなんないという、そういう組み合わせを端としていかなければ、今後解消でき

ないんで、今までと同じように何年にこの道路を改修しますという計画表は、理屈上なか

なか難しいんじゃないかと思ってます。 

本年度計画する、判定がどう出るかわかりませんけど、３橋４橋、修繕が出たとすれば、
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来年度やるかなって思ってた道路も、すいません。１年延びますかねっていう話しかない。

いやそれが、少量であれば単費突っ込もうが何とかなるんですけども、やっぱ大きな工事

となると、なかなか計画的にそれをパズルのように当てはめていくこと自体は、今困難な

状況。皆さんと住民の皆さんが、それぞれ御相談をいただいて、ここは絶対駄目だよ、危

ない、交通事故起きるよというような道路は、やっぱり優先的に直していくべきだし、年

数が来たからそこを直すんだという状況下では今ないということを、はっきり言えること

だと私自身思ってますから、計画どおりの道路が皆さんに表示すると、あの時もそうだっ

たけど、何年後に来るんだよねっていう期待感だけを植え付けてしまうだけですから。こ

れはもう今後そういう形ではできない。多分３橋４橋来ると私はもう今どきどきしてます。

結果が。３橋、４橋きたら道路、今年みたいに何本かやるとかっていう話にはなかなかな

らない。そういって他の修繕も、横断管にしても何にしても、３０年４０年経った。横断

管というのは壊れて、昨日も補正していただきましたけども、ああやって大枚。そこは産

業に関わることですから、いやいや待ってや、来年するわっていう話にはならないから直

してるという。 

そういう組み合わせが大変今難しくなってきてるっていうことで、以前の計画どおりに

道路改修。それから、調査すればいいんじゃないかっていうのは、調査費だからそのぐら

いで済んでるけど、修繕費をそのぐらいでは済まない。調査もしながらもう２巡目ですか

ら。調査もしながら、修理もしながら、道路もということで、大変、今は担当も私ももう

目いっぱいでありまして、その辺は御理解をいただきながら、本当に直さなきゃならない

ところは直しましょうよ、危ないところは。だけども、ここに来年行きます。再来年に行

きますっていう約束の計画書は出せないと、そう思っていただければいいかと思います。 

７番 西澤委員 

お話は理解しましたので、これから住民との懇談等があると思いますんで、その辺、以

前とも大きく変わってきたんだっていう話になので、これから橋梁がそういう事態になっ

ているので道路のほうはちょっと計画的には出来ません。もしくは、示されたその道路の

改良の仕方も予算の結構かかるものなので、その辺も含めて、今後道路の改良のあり方も

変わるんであれば、その辺も住民に説明できる機会がこれからあるんだと思いますんで、

十分説明をしていただいて、今、私は理解をしたので、そのように思いますんで、よろし

くお願いします。 

吉原委員長 

ほかにありませんか。 

３番 斎賀委員 

平成３１年度は、幌延町のまち・ひと・しごと創生総合戦略の目標年でありました。３

１年度を目標年にして、例えば、大きなものとしては、農業の生産法人による新規農場の

設立や道の駅についてももう工事が始まっていた。この大きな行事が２つともできなかっ

たのは、どういった理由があるのか、ちょっとお聞きしたい。遅れてるだけで、今後また

目標年が変わって、今も計画を練っているというのであれば、そのお話も聞きたいと思い

ます。 

また、３１年を目標にして、移住定住者３０戸目標にしていました。問寒別地区と幌延

地区に、それぞれ移住定住者住宅もあります。それから、ちょっと暮らしの住宅もありま

す。この３１年度このちょっと暮らしの住宅の利用者ですね。どのぐらいの方が利用され

たのか。 
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私も時々見かけますけども、ちょっと暮らししてる人たちには、町のその地域の農業何

とかバター作りとかなんとかそういうことも計画にあったと思いますが、そういうのは無

事にきちんと行われていたのか。またね、そうやってちょっと暮らしに来る人たちのお世

話をする人は誰だったのかなと思うんですよ。 

せっかく来てんだなあというぐらいしかわからなくて、いつまで要るんだろうとか、地

元の人たちと、せっかく来てくれたのにこの触れ合いの場がない。例えば行事があっても

知らない、参加しない。それでは折角ちょっと暮らしに来てくれた人も、何かこれから移

住定住結びつけることになっていかないんじゃないかと思います。そこら辺もお伺いした

いと思います。 

また、３１年度引き続き町長になられて、生乳生産拡大事業もやってこられました。も

う５年、幌延町の牛もかなり増えたと思います。３１年度は生乳生産拡大事業で１頭の初

任業購入するに当たって、補助金を出して、収入の拡大に繋げてもらうということで、農

家の人に声をかけましたが、実績として３１年度どのくらいあったのかお伺いします。 

また、同じく３１年度は、幌延の駅にホロカルもオープンしました。ホロカルは関所と

して、宗谷管内の関所としての役目を十分果たしてきたのかなというふうに思います。観

光客、地元の人がそこに来て、買い物したり相談事をする。移住定住のですね。そういっ

たお話の中で１番多かった話題は何なんだとか、話題について十分情報提供を３１年度は

できていたのかどうか、お伺いします。 

山本産業振興課長 

初妊牛の導入支援事業の関係なんですけれども、決算説明資料にも載ってるんですけれ

ども、３１年度は１２頭の導入となっております。 

角山企画政策課長 

移住定住の関係でお答えいたします。 

移住促進住宅の利用状況ということでいきますと、３１年度につきましては、延べ日数

は６７３日。これは長期も入ってるので、純然たる短期の利用につきましては１５５日８

件。人数としては１６人の利用を幌延、問寒別併せてありました。 

こちらにつきましては、委員おっしゃるとおり、その地域の行事については、具体的に

何があるので参加していませんかっていうようなことは、ちょっと行ってはおりませんけ

れども、担当のほうで鍵の渡しもしますけれども、使い方であったり、その人によっては

ですね、目的がある程度決まってる方もいらっしゃるので、その方は自ら行動する。大半

がそういう方が多いんですけども、体験でどういうところあるのみたいなことに関しまし

てはパンフレット等々をお配りして、移住体験をしていただいてる状況。告知端末機が短

期の住宅に付いてますので、そういった町の情報についてはそういうところから入ります

よという話は、最低限情報のほうはお渡ししております。 

続いてホロカルでございます。ホロカルについては、３１年度はですね１,７９１人の来

店ございました。しかしながら、移住情報ＰＲっていう点でいくと、なかなかちょっとこ

うない状況で、観光案内が物販以外の割合としては多くて、あとは町民乗車票の利用って

いうのが多い状況ではございます。移住ＰＲについては、電話でホロカルに入った場合は、

パンフレットっていうのは備え付けしてありますので、最低限の情報をお伝えしますけれ

ども、それ以降の深い話については、こちらの役所のほうで担当して、引き継ぎを受けた

りというのは、移住相談があった場合はしております。 

また、移住の検討に当たって空き地空き家バンク、こちらのほうのツールで問い合わせ
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もございますので、それは主に今役所のほうに問い合わせが入りますので、そういった対

応はホロカルと役場のほうで合わせ技でやっているような状況でございます。 

野々村町長 

大変難しい質問ばかりだったんで、なかなかお答えするのは難しいんですけども、現に

御指摘のとおり、道の駅また生産法人についての大きなプロジェクト自体は、まだ影が見

えていないという現状であります。 

しかし、道の駅については、それぞれ、だいぶ煮詰まってきているところでしょうし、

それぞれ委員の方々に答申をいただいた方向性で、どんどんどんどん今絞り込んできてい

る状況だと私自身は考えてございます。どっちにしても、行政が箱物を造って預ければそ

れでいいというような状況下ではなく、皆さんが必要であるから造って、そこで賑わいを

作るんだ、生産をするんだということが、第一義だと私自身は考えています。 

生産法人も、それぞれ集落で担当もそういうことがないかとか、いろんな話で聞かせて

いただいておりますけども、なかなかそういう法人的な形を取るということ自体はない状

況の中でありました。力不足でまだ前に進んでないところはたくさんありますけれども、

着実に一生懸命頑張って、それぞれ今も、我々行政のほうが、それぞれお話できる人たち

とお話をし、興味を持っていただくことに努めているというふうに思っております。 

今般、いろんな形で相談をするんであれば、コンサルなども入れながら、皆さんの夢を

どのように絵に描いたらいいかということも、つけ加えてやれることはないかとかという

協議も部署内で今一生懸命しておりますけれども、なかなかそこ現実でもどうしたらいい

ということが、結果として見えてきてないというのが現実でありますから、まずもって、

今の若い後継者の皆さん方に、少しでも我々と対話をしながら、少しでも夢のある農業生

産をしていくんだという方向性で、どういうことがあったら、元気よく皆さんがきちんと

営農していけるかということを掴みながらこの部分というのは進めていくべきだなと考え

ております。 

箱物で法人で、行政指導なり農協指導なりでやったところで、そこで働く人、またはそ

こで勤めていただく人が、きちんと定着をする意欲のある方々が見つからない限りは、な

かなかそこにお任せをしながら、運営をしていくっていうことは大変だと私自身思ってま

す。議員おっしゃるとおり、それぞれこの農業の分野で１番投資のかかる酪農の分野であ

ります。ちょっと大きくすれば数億、ちょっとメガまですると１０億、２０億、ギガまで

すると、もう果てしなく億が続くというそういう状況下の投資ですから、単に造ればいい

という形で、投資はなかなか安易に進められないな。少しがっちりとしたスクラムを組み

ながら、よしやるぞという、そういう形態を作りながら、町でやれる支援を一生懸命やる。

または、町で箱物を支援しながら造るということ自体に、少しでも近づけられるように、

その努力を今後も続けていきたいと、そのように思ってございます。 

移住に関しましても、先ほど担当課からもお話がありました。それぞれ議員がおっしゃ

るとおり、移住に来て町内を巡って歩くのか、町外を巡って歩くのか。それぞれそれは好

きなように、北海道というものがどういうものであるかっていうことをまず知っていくこ

とが第１だと思ってます。 

その中でこの地域っていいなって言ってもらえるためには、議員のおっしゃるとおり、

そこに一生懸命仲介をしてくれる人、一生懸命そこで世話をしてくれるような人がいれば

いいなということが、それは大前提だと私自身も考えてます。せっかく来ても、やっぱり

その近間とその地域と関われないということであれば、その良し悪しもわからないという
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ことは、やはり言われているとおりだと私自身も考えてます。 

そこも含めて、今回皆さんに協議をして、このコミュニティ形成事業を作らせていただ

いた、そういう中身の中でそういう仲介役、それら地域に関わるそういう相談役、地域の

人に連れて歩ける、または、地域のイベントに一緒に参加できる。そういうようなところ

も含めて、そういう移住者に対してどうするかということも、やっぱり今後考えていく必

要があるんだと思ってます。なんせ問寒別地区、幌延地区においても、農村部分では、そ

れを連れて歩いて、ガイドしてやるというか、紹介してやるとか、いろんな形で動いてく

れるという余裕のある方々が少なすぎるということですから、そういう形をとりながら、

少しでも地域に根ざすための仲介役、その部分というのは大変重要なことだと思いますの

で、今後とも、そういうふうな気持ちで向かっていきたいなと思ってございます。 

少ない多いは別としても、少なからず、この１０数件、こうやって滞在していただいて、

この地域を見ていただいたりっていうチャンスはあるわけですし、議員も御承知のとおり、

議員自体に関わってる方々もそういう形で触れ合って、ここがいいと思って来てくれる人

もいるかと思います。やっぱりそういう人を大事にしながら、ここで何をすればどうやっ

て生計できるかということも繋いでいかないと、やっぱり移住にはならない。目標は高い

数字であって、全然実現してるんじゃないかっていう御指摘になるかと思いますけれども、

なかなか一長一短、そこの繋ぎができなかったこと自体も、今後反省しながら、今のコミ

ュニティ形成も含めて、そういう大事な地域の仲介役、地域できちんとサポートしてくれ

る人たちも、やっぱり作っていかなければ、やっぱり根づくことは難しいんだと、そのよ

うに感じておりますので、今後これらも踏まえて、一生懸命まだまだきちんと根がつける

つけないというよりも、先にこうしたいんだという方向付けだけでも、やっぱりしていけ

ればと思ってございます。 

吉原委員長 

ここで、１１時２５分まで休憩いたします。 

（１１時０７分 休  憩） 

（１１時２５分 開  議） 

休憩前に引き継ぎ会議を再開します。 

島田建設管理課長 

先ほど西澤委員の御質問の中で一部補足させていただきたいと思います。 

建設管理課として、道路計画について御説明、過去にですね、平成２４年度と平成２８

年度に常任委員会のほうには、その資料を基に御説明をさせていただいてるんですが、そ

の計画自体を一般町民の方に配布し、説明したという経緯は過去にございませんので、た

だ町民の方にとしては、過去の整備計画が１条、２条というふうにやっていた中で、次は

ここだろうというような期待を持って、いつここはやるんだろうというはお話は、私ども

原課のほうにも来てはおりますけれども、あくまでも道路の整備計画、予定ですけれども、

資料については、常任委員会の委員の皆様に御説明した資料であるということだけ御理解

いただきたいと思います。 

吉原委員長 

それでは総括の質疑に入ります。 

１番 高橋秀明委員 

質問させていただきます。新人議員なもんですから、いろいろとわかんないことが多い

んですけども。 
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資料の中でなかなか見つからないものがありまして、電源三法交付金、下りてますよね。

それがどこに示されているのか、その金額ですね。 

あと固定資産税。原子力機構さんの深層研究施設、固定資産税が年に結構入ってきてる

と思うんですけども、私が言いたいのはですね、先ほど町長さんがすごく真摯に、今後の

進め方、言っていただけたんですけども。例えばですけども、幌延町で子育て支援とか、

子どもさんが誕生したときの応援のお金ですね。そういうのを増やすことによって、幌延

にぜひ住んでみたいという人が増えてくると思うんです。 

先ほどほかの議員さんからも、質問がありましたけども、先ほど島田さんも言いました

けど、道路の補修の問題、新しくする問題、あるいは私個人としては歩道が、役場のそこ

の前は結構、公営住宅、雪印に向かっていいんですけども、駅前から２条通、３条通、結

構、歩道が傷んでるのが目立つんです。そういうところにですね、そういうお金を使うこ

とができないのか。そして、それを使わないようにしている、何か意味があるのかどうか。

その辺をお聞かせいただきたいなと思うんです。 

角山企画政策課長 

電源立地地域対策交付金のことでまず決算書の記載個所ということで、まずご覧いただ

きたいのが決算書２９ページの国庫補助金になります。中段下ぐらいのところに電源立地

地域対策と書いてます。これが国から直接幌延町に交付される交付金ということで１億１

千万円ございます。 

それと３５ページになります道補助金です。こちらについては、電源交付金については、

いろいろなメニューに基づいて交付されるものでございまして、北海道経由して、幌延町

に入ってくる分、これも同じく中段下のほうに書いてますけれども、電源立地地域対策と

いうことで４,０６１万９,５９６円。これがいわゆる電源交付金。 

それと、その上に広報調査等って書いてございますけども、幌延センターの研究の周知、

また調査等々に使える、これもですね、北海道経由して入ってくる、国から経済産業省経

由してから道庁を経由して入ってくるお金ですけども、１,２５４万８,３１９円というこ

とで、３１年度の合計といたしましては、１億６,３１６万７,９１５円、約１億６,４００

万円っていうお金が入っております。 

それで、先ほど西澤委員のほうからもありましけれども、その年によって変わる部分、

道からくる部分はありますけども、概ねこれぐらいのことで、交付金のほうは推移してい

るというところでございます。 

固定資産税のお話ありましたが、ここにつきましては、担当としては把握してないとい

うところなんですけども。いわゆるその説明としては、センターが立地する前は大体２億

円ぐらいの税収であったと。それが今現在と比較してそういう部分も含めてっていうよう

なことで個々の納税額っていうのは、我々のほうでは公表しておりませんが、そういった

ところで数字読み取っていただければなと思います。 

その交付金の使途、使い道なんですけども、今は職員の人件費に使っております。こち

らについては特にその地域の発展に資するという部分と、町民の福祉っていう部分で、国

保診療所の職員、医師、看護師、事務員。また、保健センターの栄養士さん、保健師さん

と、こども園の保育士さん、園長も含めてなんですけれども、そういったことで、ここに

交付金を充てて、人員を確保できるような体制を作って、住民のサービスに充てるという

ような使い道しております。また、道からの交付金につきましては、消防の職員の人件費

充ててるいうふうなことでございます。 



 - 18 - 

また広報調査交付金については、例えば、エネルギー関連施設の見学会の研修であった

り、国内調査ということで、視察関係の財源であったり、幌延センターの周知をするため

に情報誌に記事掲載をしたりというようなことで、今のところは使っているということで、

子育てに具体にということになりますけれども、電源交付金の一部、予算には入っており

ませんけれども、口数に応じて、給付金制度というのをとっております。毎年８,１００円、

契約口に応じて交付、これはですね、町で受けることもできるし住民に給付することもで

きるという制度になっておりますけども、幌延町は今現在、この給付できる部分は、住民

の給付に充ててるというようなことで、これは消費税増税とかそういった諸事情に鑑みて、

給付を始めたところではあるんですけども、直接子育てという部分ではないかもしれませ

んが、そういった意味での給付もあると。また、繰り返しになりますけれども、子ども園、

保健センターと、また医療関係で人員を十分に確保することによって、間接的であります

けども、福祉の向上に役立てているというようなところでございます。 

岩川副町長 

ちょっと補足させていただきます。 

町へ入る電源三法交付金ではないんですけども、幌延町内に入ってくるという点では、

電源三法交付金を原資とした補助金としては、地圏環境研究所の運営に充てられている補

助金も実は原資は電源三法交付金で、これは年間約１億６千万ぐらい入ってきております。

町へ直接入ってきている電源立地地域対策交付金と１億６千万を併せて３億２千万ぐらい

の交付金は幌延町へ、毎年交付されてるような形になってございます。 

１番 高橋秀明委員 

それでは先ほど角山課長言った中で、固定資産税は発表してないっていう意味で言った

んですかね。 

それで質問続けますけども、２０２８年まで深地層研究所、研究を続けてよろしいとい

う、１２月９日町長答弁。次の日に、北海道知事の答弁で決定したこと。私ここでも、議

場でお聞きしてましたし。それがあと８年ちょっと続くっていう中で、今言った金額がこ

れからもついてきて、使い道に困るとまでは言わないですけども、あまりため過ぎてばっ

かりではいけないと判断する時期も来るのではないかなと。それも危惧してますし、町が

黙っていれば疲弊する人口減続くというような見方もある中で、少しでも、町の今いる住

民が豊かに生活できるように、あるいは、町外から少しでも転入する人が増える様な施策

をとってもらいたいと思います。 

岩川副町長 

税収に関しましては、１法人のことですので、そこを個別に金額を言うということは、

なかなかちょっと難しいので。それでですね、さっき課長のほうから、以前は固定資産税、

大体町の税金っていうのは、２億円だったんですね。それが、機構の施設が整備されてピ

ーク時には７億円ぐらいまで固定資産税アップしてますから、その増額分を深地層研究セ

ンターの効果だというふうに読み取ってくださいという趣旨のお話です。３１年度は、多

分固定資産税６億円ぐらいですので、４億円ぐらいアップしてるような状態であります。 

それで税収だとか電源三法交付金が入ってきた中で、１億６千万の約半分ぐらいは、毎

年基金に積み立てております。それで御存じのように、毎年基金のほうは、少しずつです

けども、増額している状況ですので、先ほど高橋委員言われたように、今後、地域振興の

ためにですね、そういった財源を原資にしてですね、活用していくということは、精力的

に考えていかなければならないなというふうに思っています。 
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１番 高橋秀明委員 

ありがとうございます。 

これから、まちづくりのためにいろいろと続きます。町を良くするために、少しでもそ

ういった金額が使えるとしたら、周辺の町から見てもやはりいい町だなと。ぜひ移ってみ

たいな。そう思えるような、まちづくりができるんじゃないかと私は思います。 

そういったお金が頂いてるからそれを使うことは恥ずかしいなんてことは、一切考えな

くていいと思います。今最終処分地を誘致するところも出てきてますし、幌延は三者協定

があるので、私も選挙期間中に言いましたけども、絶対に幌延を最終処分地にはしないよ

ということを私は訴えてますんで、どうぞよろしくお願いいたしたいと思います。 

野々村町長 

お答えいたします。 

貯めればいいという形で一生懸命貯めているわけではなく、随所に使わなければならな

いところには、どっと使っていくというのが、私としては、その方針で使ってきてるつも

りでもあります。 

住民が少しでも暮らしやすいサービス、また不公平のない用途で、また産業、商工、そ

れぞれ生き生き活発に産業が潤うようになれることに、目を向けながら扱ってるつもりで

もございます。 

ただ、いかんせん、２千人のこの町であります。ある時払いの催促なしっていう話には

なりませんので、それをどのように上手にしたら経済が回るようになるかを含めて、きち

んと検証しながらやっぱりやっていかなければならないことなんだろうと思ってますけど、

先ほど来の質問もありましたけど、一生懸命、種を植えようとしてても、種を植える畑が

なかなか育たないと、やっぱり実行に移せないということもあります。町民一丸となって、

この基金を上手に使って、この町がどうあるべきかということを考える時期に来てるんじ

ゃないかと、そのように考えます。 

吉原委員長 

ほかにありませんか。 

８番 高橋秀之委員 

町民税についてちょっとお聞きしたいんですけど、７月の終わりのころの道新に、遠別

町が個人住民税の収納率が１００％。３年連続っていうことが出ていまして、その他にも

国民健康保険、軽自動車の税金が４年連続、固定資産が２年連続で完納になってるってい

う、新聞に載ってました。 

幌延町では、まだ収入未済額っていうのは、まだどんどんどんどん、職員の方は、一生

懸命、徴収していただいてると思うんですけど、これがなかなか減っていかない現状なん

ですけど。これって遠別と幌延の徴収の仕方って違いがあるのかどうか、ちょっとお聞き

したいんですけど。遠別はどういう徴収の仕方をしてるのか、わかれば教えていただきた

い。 

早坂住民生活課長 

お答えいたします。 

私どもですね、遠別町におきましては、収納率１００％ここ数年ですね、継続している

というふうな話は、確かに耳しております。うちの町もですね、当然のことながらその１

００％というところを目指して、一生懸命頑張っているんですが、なかなかちょっと諸事

情もあり、追いついていかないというのが現状であります。 
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徴収方法につきましては、遠別町でどのような形で行っているのかというようなことに

関しましては、直接的な情報は、仕入れておりませんけれども、法律に基づいて執行され

ることですので、恐らくは当町と同じような取り組みをされた上で、ある程度、住民の方

の理解を得ながら、進めてるんじゃないかなというふうには考えております。 

今後、うちの町といたしましても、今の現状に甘んじることなく、当然のことながら１

００％を目指して徴収していくというようなことで考えておりますので、その辺りは御理

解いただきたいなというふうに思います。 

８番 高橋秀之委員 

わかりました。 

それでですね、遠別は新聞見ると、徴収率をアップするために、職員の資質向上のため

に、税務を担当してる職員を道が市町村の職員を対象にしている研修会や財団法人のセミ

ナーなんかにも参加させてるんですけど、幌延はそういうものには参加してないんでしょ

うか。 

早坂住民生活課長 

すいません。その辺りの答弁が漏れておりましたけれども、当町におきましてもですね、

そういった研修会の方は参加しております。そのセミナーに関しましても、確かに先ほど

ちょっと遠別町の状況での情報を余り得てないというお話をさせていただきましたけども、

遠別町もですね、同じ税務署管内ですので、そういった中でお話を聞きながら、こういっ

た民間のセミナー等もありますよというようなお話を聞きながら、そこにもですね、当町

去年ですね、参加しております。知識をですね、その辺を習得しながら、今後の徴収に生

かしていくというようなところで進めているということでございます。 

８番 高橋秀之委員 

同じ町税なんですけど、これは町職員が言ってるんですけど、町民の納税の意識の高さ

に助けられてるって書いてるんですけど、幌延って町民に対するその納税の意識を高める

ために何かやっていられるのかどうかお伺いします。 

早坂住民生活課長 

お答えしたいと思います。 

特段何かというようなお話にはならないかと思いますけども、基本的にはですね、やは

り税というのをきちんと納めていただければならないっていうのは、法律で決まってる話

ですので、この辺りですね、広報誌等で周知。また、各納期ごとに告知端末等におきまし

てもですね、周知をさせていただいてるというようなところで、住民の方の理解、意識と

いうものが、きちんとついているものというふうに担当としては考えているところです。 

８番 高橋秀之委員 

わかりました。 

こざくら壮の支援事業についてちょっと聞きたいんですけど、こざくら荘の支援の補助

金が年々増えてきて、決算書を見ると、前年度対比１,２００万ぐらい増えてるんですけど。

それと説明資料の中の課題っていうところに、経営改善に向けた指導と助言ってあるんで

すけど、私も何年か前に同じことを質問して、これ何をどういうふうに助言したり、指導

していますかってお聞きしたんですけど、もう１回、今どういう指導と助言をしているの

かお聞きしたい。 

村上保健福祉課長 

ただいまのこざくら荘支援事業に関しての御質問ですけども、平成３１年度決算では前
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年度決算比で、補助金額が増えている状況ということで、こちらにつきましては、昨年の

１２月補正の時にも御説明させていただきましたけども、職員の確保がなかなか難しく、

定員数満員で受け入れることが困難という状況になったことから、収入減に繋がるという

ことでの御説明をさせていただきました。 

その状況としましては、変わらず言いますか、まだ職員全員が確保できているわけでは

ございませんが、少しずつ改善に向けた努力も法人のほうでしているという状況で、今現

在では、３８名の入所まで受け入れるまでに回復しているという状況で、１２月補正以降

にも改善図られて、補正額から満度に補助金まではいかず、多少の執行残も作れる形での

決定となったということでございます。 

また経営改善の指導でございますけども、以前から給与体系の見直し等々の指導等も行

いながら、あとは入所者の受入れに対する指導、助言。または職員確保に対する考え方等

の指導、助言も含めて、協議を法人のほうとしてまいりました。そこの中の一つとして、

令和２年度になりますけども、外国人の介護人材確保というところも含めての部分も今年

度追加してきたという状況ですので、御理解いただきたいというふうに思います。 

８番 高橋秀之委員 

こざくらの支援事業はわかりました。 

一つお聞きしたいんですけど、町長になんですけど。幌延町の各会計決算審査の意見書

の中の下のほうに、毎年と違う文章が下から３行目に載ってんですけど、職員の適正な配

置や職員個々の能力向上に配慮いただくとともに、ってこの文字が今年の意見書の中で１

行加わってんですけど、この文書を見て、町長はどう考えているのかちょっとお聞きした

い。 

野々村町長 

お答えします。 

私自身、こう就任してから、適正配置ということを最重点に思いながら進めてきたとこ

ろでもございます。 

しかしながら、いろんな課に、それぞれ、大変、手の足りない状況が起きたり、または、

辞めていかれる方々が出たりということが起きているということも含めて、やっぱりそう

いうところでは、適正配置ということの配慮がないんじゃないのかということの御指摘か

なというふうに私自身も捉えてございます。 

それぞれ、今の若い方々にも、先ほど来、税務のほうでもお話がありましたとおり、い

ろんなセミナーとかいろんな研修会に若い人たちが出るように、また庁内ででも、そうい

う講習会等あって、やっぱり職員研修をやっぱりもっと詰めていくべきだと私自身も考え

てございます。 

今後、適正配置には努めているつもりではありますが、外部的に見れば、そういうふう

に見られるということでありますので、今後、そういう配置を含めて、職員研修の部分を

充実をさせながら、少しずつ育てていける、そういう体制をとっていかれればと、そのよ

うに思っております。 

吉原委員長 

   ほか、ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

   これにて、総括の質疑を終わります。 

   以上で、平成３１年度 幌延町一般会計歳入歳出決算の質疑を終わります。 



 - 22 - 

   お諮りします。 

   ただいま議題となっております認定第１号は、討論を省略し、原案のとおり認定するこ

とにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

よって本案は、原案のとおり認定することに決定いたしました。 

ここで、１３時１０分まで休憩いたします。 

（１１時５４分 休  憩） 

（１３時１０分 開  議） 

 

   日程第２ 認定第２号「平成３１年度 幌延町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定

について」の件を議題とします。 

   お諮りします。 

   審査は、歳出一括、歳入一括、総括の順で行いたいと思います。 

   これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   これより、歳出一括の質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、歳出一括の質疑を終わります。 

これより、歳入一括の質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 

   これにて、歳入一括の質疑を終わります。 

   これより、総括の質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 

   これにて総括の質疑を終わります。 

   以上で、平成３１年度 幌延町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の質疑を終わります。 

   お諮りします。 

   ただいま議題となっております認定第２号は、討論を省略し、原案のとおり認定するこ

とにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり認定することに決定しました。 

 

日程第３ 認定第３号「平成３１年度 幌延町国民健康保険診療所特別会計歳入歳出決算

の認定について」の件を議題とします。 

お諮りします。 

審査は、歳出一括、歳入一括、総括の順で行いたいと思います。 

これに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

これより、歳出一括の質疑を行います。 
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（「ありません」の声あり） 

   これにて、歳出一括の質疑を終わります。 

   これより、歳入一括の質疑を行います。 

５番 無量谷委員 

８ページの自販機の設置料って形で２万１千円あるんですけども、これ料金ちょっとど

ういう査定でやってるのか、ちょっと確認したいんですけど。自販機これから、冬にかけ

てヒーターが入って、電気代１ヵ月当たりこれでは済まないってないのかなっていう感覚

なんですけど。 

若本国保診療所事務次長 

お答えいたします。 

こちらの自販機設置料ですが、自販機独自にメーターのほうを設置しておりまして、そ

のメーター数に電気料をかけて請求の方しております。 

吉原委員長 

ほかにありませんか。 

８番 高橋秀之委員 

４ページの入院料の現年度分の収入未済額が５０万９,４１０円で、これ昨年、多分ここ

０だったと思うんですけど、今年５７万っていう未収入って出るのはどういうわけなんで

しょうか。 

若本国保診療所事務次長 

こちらの入院料につきましては、今年度、入院の患者さんの評価だとか、計算、請求の

ですね、請求書の発行などの事務作業の遅れが原因でして、各戸ですね、個別にちょっと

電話いたしまして、申し訳ございませんということで、請求させていただいております。 

今後、このような請求の遅れがないよう、迅速に請求作業の方を行っていきたいと思っ

ております。よろしくお願いします。 

８番 高橋秀之委員 

これ、今はゼロになってるんですか。 

若本国保診療所事務次長 

こちらのほうですね、ほぼ１００％ですね、納入のほうさせていただいております。残

りにつきましても、今年度中には支払いのほういただけるよう約束の方しております。 

吉原委員長 

   他、ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

   これにて、歳入一括の質疑を終わります。 

これより、総括の質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 

   これにて、総括の質疑を終わります。 

以上で、平成３１年度幌延町国民健康保険診療所特別会計歳入歳出決算の質疑を終わり

ます。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております認定第３号は、討論を省略し、原案のとおり認定するこ

とに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり認定することに決定しました。 

 

日程第４ 認定第４号「平成３１年度 幌延町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認

定について」の件を議題とします。 

お諮りします。 

審査は、歳出一括、歳入一括、総括の順で行いたいと思います。 

これに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

これより、歳出一括の質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、歳出一括の質疑を終わります。 

これより、歳入一括の質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、歳入一括の質疑を終わります。 

これより、総括の質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、総括の質疑を終わります。 

以上で、平成３１年度 幌延町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の質疑を終わります。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております認定第４号は、討論を省略し、原案のとおり認定するこ

とに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり認定することに決定しました。 

 

日程第５ 認定第５号「平成３１年度幌延町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて」の件を議題とします。 

お諮りします。 

審査は、歳出一括、歳入一括、総括の順で行いたいと思います。 

これに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

これより、歳出一括の質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、歳出一括の質疑を終わります。 

これより、歳入一括の質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、歳入一括の質疑を終わります。 

これより、総括の質疑を行います。 

７番 西澤委員 
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先ほど同僚議員から、こざくら荘支援の話が出ておりました。 

今現在３８名の入所者というとこなんですけれども、実際、介護度３以下の入所の方が

何名いるのか教えてください。 

清水社会福祉係長 

ただいまですね、西澤議員から質問のあったことについてお答えしたいと思います。 

今現在３８名のですね、入室者のうち、要介護４以上の方は１９名というふうになって

ますので３以下の方については１９名。半分ずつっていう形になってます。３の方を含め

ると、１、２，３の方は１９名ですね。 

７番 西澤委員 

質問の仕方が悪かったです。介護度３を含めない方でお願いします。 

吉原委員長 

   暫時休憩いたします。 

（１３時２５分 休  憩） 

（１３時２５分 開  議） 

休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

清水社会福祉係長 

すいませんお時間いただきまして、人数なんですが、要介護３未満の方４名という形に

なっております。 

７番 西澤委員 

施設運営と介護保険料も含めてですね、介護度の低い方が入所されると、運営的にはや

っぱり厳しいと。ただし、入所者が少なければ少ないとまたそれも、運営上よくないとい

うところで、いろいろ苦労されてるのかなというふうに思っています。 

その辺も含めて、国の方針と多少違っては来てもですね、この地域性ということで鑑み

たときに、第１次産業の酪農家さんが多かったりっていうことを考えると、元いた同僚議

員なんかも、酪農の経営をしながら、実際家で介護するのは大変厳しいものがあるという

お話も聞いていました。 

そういうことも含めてですね、町民の方にですね、この実情を説明して理解を求めてい

く、国の方針と多少違っていても幌延町は、介護保険料が安いほうではないので、その辺

も含めてですね、町民の理解をながら、この施設に対しても支援しているということをで

すね、御理解いただけるようにする必要性があるのかなというふうに考えていますが、そ

の辺はどうでしょうか。 

村上保健福祉課長 

こざくら荘の運営の関係でございますけども、確かに国の基準ということで、要介護３

以上ということで、特別養護老人ホームの入所者の基準という形になっております。 

今、担当のほうからも、回答させていただきましたけども、介護２以下で４名いらっし

ゃると。こちらにつきましては地域の実情、家庭の事情等々を踏まえまして、町からの意

見を付して、入所を認めるという形でやっております。 

そちらにつきまして、やはり介護度が低い方が入所されると、給付収入もその分少ない

という形にはなりますので、その辺の住民等の御理解をいただくということにつきまして

は、今年度の介護保険の基本計画の策定年でもありますので、そういうところも含めまし

て、今後、広報紙等も利用しながら、周知をさせていただければなというふうに思ってお

りますので、御理解のほういただきたいと思います。 
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吉原委員長 

   ほかにございませんか。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、総括の質疑を終わります。 

以上で、平成３１年度 幌延町介護保険特別会計歳入歳出決算の質疑を終わります。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております認定第５号は、討論を省略し、原案のとおり認定するこ

とに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり認定することに決定しました。 

 

日程第６ 認定第６号「平成３１年度 幌延町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定

について」の件を議題とします。 

お諮りします。 

審査は、歳出一括、歳入一括、総括の順で行いたいと思います。 

これに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

これより、歳出一括の質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、歳出一括の質疑を終わります。 

これより、歳入一括の質疑を行います。 

５番 無量谷委員 

１ページ目の使用料の収入未済額１８８万２,７４０円っていうことでありますけど。こ

れ、年度内に回収できなかったって金額っていう感じで思うんですけども、これは人数的

には何名程度でこれだけの金額になってるのか。 

島田建設管理課長 

御説明申し上げます。 

収入未済額の１８８万２,７４０円の内訳なんですけれども、これに関しましては現年分

で４件、滞納繰越分で２２件で重複している方もいらっしゃるんですけれども、全体で２

３名ということになってます。 

５番 無量谷委員 

これは累積もかなりあると思うんですけども、これをいかに回収していくか、その方策

っていうか、対策についてはどのように考えてますか。 

宮下上下水道係長 

質問にお答えします。 

毎月、滞納されているところには、訪問して、郵送とかも一緒にやっております。 

吉原委員長 

ほかにありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、歳入一括の質疑を終わります。 
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これより、総括の質疑を行います。 

７番 西澤委員 

簡易水道事業における基金についてお伺いします。 

この基金の目的と、その目的にはどれぐらいの予算規模が必要と想定されるのかをまず

お伺いします。 

宮下上下水道係長 

質問にお答えします。 

財政調整基金につきましては、経営状況の変動、災害等、その他不足が生じたときの財

源となっており、建設改良基金につきましては、建設改良事業の財源としております。減

債基金につきましては、町債の償還に要する財源となっております。建設改良基金は、今

現在３,７００万ほど貯まっているんですが、今後、施設の更新等を含めますと、まだまだ

足りないかなっていうところで、なるべく貯蓄を増やして、更新に充てたいと考えており

ます。 

７番 西澤委員 

今、建設改良基金について、その施設の改良というところの話が出ましたけれども、そ

れは、幌延町市街地の水源の施設の改良でよかったんですか。それで場合、改良するに当

たって、どれぐらい予算がかかるのかっていうのは想定されているんでしょうか。 

宮下上下水道係長 

はい、質問にお答えします。 

今この基金につきましては、幌延町簡易水道の基金等になっており、施設改修につきま

しては、桁が違うぐらいの費用がかかると推定しております。 

島田建設管理課長 

ただいまの答弁に補足させていただきます。 

基本的には、平成３０年に実は幌延町簡易水道事業の基本計画の委託をかけておりまし

て、その結果から言いますと、幌延配水地につきましては６３年、問寒別浄水場について

は５８年ということで、言われている耐用年数６０年を幌延については超過しているとい

うような状況です。 

この基本計画の中では、幌延町の配水池、貯水池、ポンプ所共にですね、今後移設して、

新たな施設を造らなければならない時期に来ているということで、基本計画の策定をお願

いしていた結果、まだこの時は概数ですけれども約４億１千万ほど施設改修にかかるとい

うようなことで試算はされております。ただし、それからもう２年ほど経っているので、

これ以上はかかってくるのかなというふうに考えております。 

先ほどの施設改修基金につきましては、先ほどの説明でもありましたけど、額が全然違

うんですけれども、ただ近い将来、施設の改修については検討していかなきゃいけないの

かなというふうに考えております。 

５番 無量谷委員 

大分前にも質問したことがあるんですけど、市街地区の耐震化っていう形で、ポリパイ

プに換えるっていうような形の道路工事と共に換えていくっていうような形でしていたと

思うんですけど。エスロンからポリパイプに換えた比率っていうか、その辺把握してるの

か。あるいは耐震に強いまちづくりって言えるのか。その辺ちょっと確認したいですけど。 

宮下上下水道係長 

お答えいたします。 
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幌延町と問寒別の水道管につきましては、全部で３４キロほどございまして、いつ埋め

たものかっていう不明なものも結構ありまして、本当にわかっててすぐ取り替えなきゃい

けないっていう部分で、ちゅう鉄管っていう管を取り替えている最中なんですが、そのち

ゅう鉄管はあと６００メーターほど町の中のやつを更新していかなきゃいけないっていう

ところで、計画立てております。 

５番 無量谷委員 

今、実施済みのある程度の耐震化っていう部分の数字はわかりませんか。 

宮下上下水道係長 

はい、お答えします。 

耐震化っていう部分では、先ほど更新しなきゃいけないという以外の部分でほぼほぼ耐

震化って言えるぐらいにはなってるんですけども、中にはソケット等で糊付けっていう部

分のところも多少あると思うので、はっきりした数字はちょっと出せないです。 

吉原委員長 

   ほかに質疑ありませんか。 

   （「ありません」の声あり） 

これにて、総括の質疑を終わります。 

以上で、平成３１年度幌延町 簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の質疑を終わります。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております認定第６号は、討論を省略し、原案のとおり認定するこ

とに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり認定することに決定しました。 

 

日程第７ 認定第７号「平成３１年度 幌延町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて」の件を議題とします。 

お諮りします。 

審査は、歳出一括、歳入一括、総括の順で行いたいと思います。 

これに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

これより、歳出一括の質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、歳出一括の質疑を終わります。 

これより、歳入一括の質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、歳入一括の質疑を終わります。 

これより、総括の質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、総括の質疑を終わります。 

以上で、平成３１年度 幌延町下水道事業特別会計歳入歳出決算の質疑を終わります。 

お諮りします。 
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ただいま議題となっております認定第７号は、討論を省略し、原案のとおり認定するこ

とに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり認定することに決定しました。 

 

以上で、本特別委員会に付託となった案件の審査は、全て終了しました。 

お諮りします。 

審査結果報告書については、委員長に一任を願いたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、審査結果報告書は、委員長に一任することに決定しました。 

 

以上で、本特別委員会を閉会したいと思います。 

これに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

これにて、第２回平成３１年度 幌延町各会計決算審査特別委員会を閉会します。 

 

（１３時４４分 閉  会） 
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